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阪神国際港湾株式会社と「ブルーアライアンス港」提携に
関する覚書の締結式を行います 

 

１ 日時 

   令和８年８月２１日（金） １１：３０～１２：００ 

２ 場所 

   県庁８階 特別会議室 

３ 出席者 

   阪神国際港湾株式会社 代表取締役社長 木戸
き ど

 貴
たか

文
ふみ

 

   福岡県副知事 生嶋 亮介 

   大牟田市長 関 好孝 

４ 次第 

  ・覚書への署名 

・写真撮影 

・木戸社長あいさつ 

・生嶋副知事あいさつ 

  ・関市長あいさつ 

５ 覚書の内容 

・ポートセールスその他関連活動に関し、相互に連携・協力すること 

６ 阪神国際港湾株式会社の概要 

（１）所在地  神戸市中央区御幸通８丁目１番６号 神戸国際会館２０階 

（２）設 立  平成２６年１０月１日 

（３）出資者  国・神戸市・大阪市・民間金融機関 

（４）Ｈ Ｐ  https://hanshinport.co.jp/  

福岡県および大牟田市では、県南地域の物流拠点として、三池港のコンテナ貨

物取扱量の増加ならびに利用促進を図るため、様々な取り組みを行っています。 

このたび、福岡県と阪神国際港湾株式会社で、三池港と阪神港を結ぶ国際フィ

ーダー定期航路の活用を通じて、コンテナ貨物取扱量の増加を図ることを目的

とした「ブルーアライアンス港」提携に関する覚書を大牟田市立会いのもと締結

します。 

 

港湾課 

直 通：092-643-3674 

内 線：４５５３ 

担 当：児玉、古賀 

大牟田市と同時発表 



別紙 

1.覚書締結に至る背景 

 ・【航路開設】 

令和７年８月２３日、三池港を基点とする国際フィーダー航路が開設されました。神戸

港経由で三池港と諸外国の港湾を結び、内航船が週１便（土曜日）寄港しています。 

 ・【利用促進活動】 

就航後、県では三池港の背後圏地域や東京・大阪方面の荷主企業に対し、ポートセール

スを継続的に実施しました。また、東京でのセミナー開催を通じて、三池港の背後にある

貨物量や港としての利便性をＰＲし、物流事業者や船社とのネットワークを構築しまし

た。 

 ・【提携の結実】 

更なる港湾利用促進に向けたポートセールス活動や、船会社・荷主企業・物流事業者に

選ばれる港を目指して、阪神港を運営する阪神国際港湾株式会社との連携をさらに深める

べく、「ブルーアライアンス港」提携締結に至りました。 

 

※「ブルーアライアンス港」とは、国際フィーダー定期航路の利用拡大を目的として、阪

神港（神戸港・大阪港）の管理・運営を行っている阪神国際港湾株式会社と、国際フィー

ダー定期航路が寄港する港の港湾管理者や港振興団体が、共同のポートセールスや情報共

有を通じて連携を強化することに合意した港です。 

 

２．「ブルーアライアンス港」提携によるメリット 

 本提携により、阪神港からの三池港を利用する荷主企業への支援条件が以下の通り拡充

されます。 

・支援期間の延長：「１年間」から「３年間」に延長 

・支援要件の緩和：最低輸送貨物量を「年間 20TEU」から「年間 10TEU」に引き下げ 

 

 

 

 

 

 

 



3.阪神港からの支援 

・国内他港からの転換の場合、1TEU あたり 25,000 円の支援を受けることができます。 

（例）【転換前】地元⇒(陸送)⇒Ａ港⇒(外航船)⇒海外へ 

【転換後】三池港⇒(内航船)⇒阪神港⇒(外航船)⇒海外へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・モーダルシフトの場合、1TEU あたり 6,000 円の支援を受けることができます。 

（例）【転換前】地元⇒(陸送)⇒阪神港⇒(外航船)⇒海外へ 

【転換後】三池港⇒(内航船)⇒阪神港⇒(外航船)⇒海外へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三池港 

博多港 

阪神港 

三池港 

阪神港 


